
大学院進学への誘い� 法学研究科�

法
律
を
勉
強
し
て
興
味
を
持
ち
さ
ら
に
研
究
を
深
め
た
い
と
考
え
て
い
る
方
、
法
律

学
の
高
度
な
研
究
を
修
め
つ
つ
法
曹
や
国
家
・
地
方
公
務
員
に
な
り
た
い
方
、
法
律
学

を
武
器
と
し
て
企
業
法
務
な
ど
民
間
部
門
で
活
躍
し
た
い
方
、
政
治
学
を
修
め
て

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、

職
員
あ
る
い
は
将
来
政
治
家
に
な
る
こ
と
を
考
え
て
い
る

方
、
一
度
社
会
に
出
て
再
び
法
律
学
を
体
系
的
に
学
び
た
い
と
考
え
て
い
る
方
、
修
士

や
博
士
の
学
位
を
取
得
し
た
い
と
考
え
て
い
る
方
、
こ
れ
ら
の
方
々
の
そ
れ
ぞ
れ
の
目

的
を
達
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
教
員
等
の
指
導
態
勢
を
法
学
研
究
科
は
整
え
て
い
ま
す
。

法
学
研
究
科
は
従
来
、
主
と
し
て
研
究
者
養
成
を
教
育
目
標
と
し
て
き
ま
し
た
が
近

年
は
高
度
専
門
職
業
人
養
成
さ
ら
に
最
近
で
は
社
会
人
大
学
院
生
の
受
け
入
れ
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
ま
す
。
実
績
と
し
て
、
ま
ず
本
研
究
科
で
修
士
・
博
士
学
位

を
取
得
し
た
者
は
新
制
大
学
院
以
降
で
総
勢
一
、
四

名
を
超
え
て
お
り
、
大
学
教

員
も
多
数
輩
出
し
て
い
ま
す
。
本
学
出
身
の
大
学
教
員
（
専
任
）
数
は
、
一
九
九
六
年

七
月
現
在
で
、
国
立
大
学
教
員
が

名
、
私
立
大
学
教
員
が

名
（
う
ち
中
央
大
学
が

名
）、
国
立
私
立
短
期
大
学
が

名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
度
職
業
人
養
成
に
つ
い

て
は
、
そ
の
一
環
と
し
て
特
別
選
考
入
試
制
度
を
採
用
し
た
ほ
か
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も

充
実
さ
せ
、
そ
の
結
果
、
多
数
の
法
曹
や
企
業
法
務
担
当
者
を
輩
出
し
、
ま
た
、
国
家
・

地
方
公
務
員
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
最
近
は
社
会
人
が
キ
ャ
リ
ア
・
ア
ッ
プ

や
転
職
を
図
る
た
め
、
ま
た
学
位
を
取
得
す
る
た
め
多
数
入
学
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
社
会
人
特
別
入
学
試
験
を
実
施
し
、
社
会
人
院
生
を
幅
広
く
受
け
入
れ
、
ま
た
、

講
義
の
方
法
と
し
て
も
、
多
摩
校
舎
と
市
ケ
谷
校
舎
を
結
ん
だ

遠
隔
授
業
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
な
ど
の
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
社
会
人
院
生
の
ニ
ー
ズ
は
多
様
な

の
で
、
そ
れ
に
応
え
る
た
め
、
大
学
院
担
当
教
員
の
充
実
、、
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア
シ

ス
タ
ン
ト（

）制
度
の
導
入
、
副
指
導
教
授
制
や
１
年
修
了
制
度
の
導
入
等
様
々
な

施
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
注
意
し
て
貰
い
た
い
大
事
な
こ
と
を
述
べ
ま
す
。
そ
れ
は
今
、
わ
が
国
の
法

学
教
育
が
大
き
な
変
革
の
時
期
を
迎
え
つ
つ
あ
る
こ
と
で
す
。
二

四
年
に
は
法
科

大
学
院
が
創
設
さ
れ
る
予
定
で
、
中
央
大
学
も
同
年
の
法
科
大
学
院
の
開
設
に
向
け
準

備
中
で
す
。
法
科
大
学
院
は
法
曹
養
成
を
目
的
と
し
た
専
門
大
学
院
で
す
か
ら
、
同
大

学
院
創
設
後
は
法
曹
希
望
者
は
そ
こ
に
入
学
す
る
こ
と
が
最
適
の
方
法
と
い
え
ま
す
。

現
在
の
学
部
１
、
２
年
生
の
法
曹
希
望
者
は
法
科
大
学
院
へ
の
入
学
を
目
指
す
べ
き
で

す
。
問
題
は
学
部
３
年
生
以
上
で
既
に
司
法
試
験
の
勉
強
を
始
め
て
い
る
人
が
ど
う
す

る
か
で
す
。
現
行
司
法
試
験
は
二

二
、
三
年
度
に
は
各
々
一
、二

人
、
二

四
年
度
に
は
一
、五

人
に
合
格
者
を
増
加
さ
せ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
受
験
生

に
と
っ
て
は
ま
た
と
な
い
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
わ
け
で
す
。
こ
こ
は
各
人
の
実
力
と
意

思
に
従
っ
て
現
行
司
法
試
験
で
い
く
か
法
科
大
学
院
を
目
指
す
か
慎
重
に
か
つ
果
敢
に

決
断
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
研
究
者
養
成
の
在
り
方
も
法
科
大
学
院
の
創
設
に
伴
っ
て
改
革
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
基
本
六
法
を
中
心
と
し
た
実
定
法
科
目
と
基
礎
法
（
法
哲
学
、
法
制

史
、
外
国
法
等
）
と
で
は
研
究
者
養
成
の
在
り
方
に
違
い
が
出
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
し
、
そ
う
で
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
変
革
期
に
は
新
旧
両
ル
ー
ト
が
競
合
す
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

何
れ
に
し
て
も
本
研
究
科
で
は
国
の
方
針
を
睨
み
な
が
ら
本
研
究
科
の
在
り
方
を
真

剣
に
検
討
し
て
い
ま
す
。
本
研
究
科
は
現
在
の
体
制
の
下
で
最
も
充
実
し
た
教
育
を
提

供
で
き
る
よ
う
な
態
勢
を
と
っ
て
い
ま
す
が
、
今
は
、
ま
さ
に
法
学
教
育
改
革
の
激
動

の
中
に
置
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、
各
自
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
最
適
の
選
択
を
し
て
く
だ

さ
い
。
大
学
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
指
導
教
授
の
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ス
を
求
め
る
こ
と

も
重
要
で
す
。

進
路
に
合
わ
せ
た
選
択
を

法
学
研
究
科
委
員
長

椎
橋

隆
幸




